
東郷町自治基本条例の検証に基づく推進方針（案）に係る意見募集結果 

 

案件名  東郷町自治基本条例の検証に基づく推進方針（案） 

募集期間 令和５年１２月１日（金曜日）から令和５年１２月２０日（水曜日）まで 

意見   １名  ５件 

 

番号 意見の概要 町の考え方 

１ 

４.検証結果について 

（1）「こうした結果から、条例に基づい

た町民主体のまちづくりが十分になされ

ているとは言い難く、条例のさらなる周

知・啓発に加え、対象者となる参加者が

参画しやすいように工夫することが必要

です。」 とされていますが、 

「条例のさらなる周知・啓発に加え、」を

「町の事業や施策自体の情報を充実させ

ることに加え、」に文言を変更又は追記す

ることを提案します。 

理由①【問５】条例の認知度は、内容ま

で理解している方は僅か 1％であり、読

んだことがある方を加えても 5％です。

にもかかわらず、【問７】３割の方は、な

にかしらの町民参画を行っています。つ

まり条例の周知は条例の目的を達成する

ために必要な要素ではあるものの、効果

はごく僅かであると考えられます。 

理由②【問 7-1】【問 7-2】の理由のうち、

条例の趣旨を理解することにより改善す

るものはほとんど無く、むしろアンケー

ト等を実施すること自体の周知や町の取

組内容を分かりやすくタイムリーに発信

することで、まちづくりへの興味関心を

改善する方が効果的に改善に結びつくと

考えます。 

理由③【問４】情報が十分と回答した方

は 15.3％です。概ね十分を加えれば８割

近い数字になりますが、町民が町の事業

を知るだけでなく“主体”となって活動

するためには概ね十分では情報が不足し

ていると考えます。 

理由まとめ 以上のことから、条例のさ

らなる周知・啓発よりも、町の事業や施

策自体の情報を充実させることの方が、

優先度が高いと考え、文言の変更又は追

記を提案します。 

頂いたご意見については、「５ 今後の

取組について」に掲げる取組の中で当然

実施されるべきことであり、広報紙等の

既存の媒体を始め、町ＬＩＮＥ公式アカ

ウント等を活用することによりタイムリ

ーな情報発信や町民ニーズの把握に努め

たいと考えており、その結果、自治基本

条例の目的に掲げる「町民が主役の自治

の実現」が図られるものと考えておりま

す。 

したがって、アンケートの結果として、

条例の認知度が低い状況が把握された

中、さらに町民がまちづくりに参画及び

協働しやすい環境を推進させるため、認

知度向上のための条例の周知・啓発は必

要だと考えますので、原案のとおりとし

ます。 

 

 



２ 

５．今後の取り組みについて 

１項目目「条例の周知・啓発」を、「わか

りやすい情報公開・公報」等とし、内容

を「議会及び町は、広報紙や SNS などの

情報媒体を活用し、町民の方々に町政に

関する内容を常に分かりやすく説明しま

す。」等に変更又は追記することを提案し

ます。 

理由 前記４.検証結果について（1）

の理由と同様です。 

上記の考え方から、原案のとおりとし

ます。 

３ 

６ページ「◆文化産業まつりや～」の

文言が、[東郷町子ども条例]の関連に見

えますが、正しいか。異なるのであれば、

[別項]を立てるか、１行空けて別である

ことを分かりやすく表記した方が良い。 

[東郷町子ども条例]の関連ですので、

原案のとおりとします。 

４ 

７ページ「第８条議会の責務」の取組

に議会モニター制度を追加してはどう

か。 

ご指摘のとおり追記いたします。 

５ 

７ページ「第９条町長の責務」の取組

の記載がないが、実施されていないの

か？町長・町の職員の取組が無いのは残

念。HPにある「町長への提案」はこの条

例の趣旨を反映したものと思う。他にも

書き漏らしていたのであれば記載したほ

うが良い。 

ご指摘のとおり[町長への提案 対応 

件数]及び[職員研修 参加実績]につい

て、追記いたします。 

 


